
1 

 

令 和 ４ 年 度 第 １ 回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 議 事 録  

 

                     

令和４年７月１（金） 

                    高松サンポート合同庁舎 

北 館 702 会 議 室  

 

出 席 者   公 益 側   東 、 春 日 川 、 柴 田 、 髙 塚  

     労 働 者 側   大 島 、 立 石 、 土 田 、廣瀬  

     使 用 者 側   綾 田 、 窪 田 、 友 國 、 濱 田  

      

議  題  （ １ ）  香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 諮 問 に つ い て  

    （ ２ ）  「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」 等 の  

承 認 に つ い て  

（ ３ ）  令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 の  

承 認 に つ い て  

（ ４ ）  最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 に つ い て  

（ ５ ）  そ の 他  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、定 刻 と な り ま し た の で 、た だ 今 か ら 、令 和 ４ 年 度 第 １

回 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 を 開 催 い た し ま す 。  

本 日 は ご 多 忙 の 中 、ま た 、大 変 蒸 し 暑 い 中 、ご 出 席 い た だ き ま し

て 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

本 日 は 、籠 池 委 員 、中 村 委 員 、渡 部 委 員 が 欠 席 さ れ て お り ま す が 、

全 委 員 の ３ 分 の ２ 以 上 で あ り ま す 12 名 の 委 員 が 出 席 さ れ て お り ま

す の で 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ５ 条 第 ２ 項 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し て

お り 、 審 議 会 が 有 効 に 成 立 し て お り ま す こ と を ご 報 告 い た し ま す 。 

 な お 、 本 日 は 傍 聴 人 と し て １ 名 が 傍 聴 さ れ て い ま す 。  
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そ れ で は 、 初 め に 松 瀨 香 川 労 働 局 長 か ら ご 挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 松 瀨 香 川 労 働 局 長  

香 川 労 働 局 長 の 松 瀨 で ご ざ い ま す 。  

本 日 は 、ご 多 忙 の 中 、ま た 、大 変 暑 い 中 、令 和 ４ 年 度 第 １ 回 香 川

地 方 最 低 賃 金 審 議 会 に ご 出 席 い た だ き 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま た 、委 員 の 皆 様 に は 、労 働 行 政 、と り わ け 最 低 賃 金 制 度 に つ い

て 格 別 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 っ て お り ま す こ と に 厚 く 御 礼 申 し 上

げ ま す 。  

さ て 、最 低 賃 金 を 巡 る 状 況 と い た し ま し て は 、令 和 ４ 年 ６ 月 7 日

に 閣 議 決 定 さ れ た「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2022 に つ い て 」

に お い て 、「 人 へ の 投 資 の た め に も 最 低 賃 金 の 引 上 げ は 重 要 な 政 策

決 定 事 項 で あ る 。  

最 低 賃 金 の 引 上 げ の 環 境 整 備 を 一 層 進 め る た め に も 事 業 再 構 築 ・

生 産 性 向 上 に 取 り 組 む 中 小 企 業 へ の き め 細 や か な 支 援 や 取 引 適 正

化 等 に 取 り 組 み つ つ 、景 気 や 物 価 動 向 を 踏 ま え 、地 域 間 格 差 に も 配

慮 し な が ら 、で き る 限 り 早 期 に 最 低 賃 金 の 全 国 加 重 平 均 が 1,000 円

以 上 と な る こ と を 目 指 し 、 引 上 げ に 取 り 組 む 。  

こ う し た 考 え の 下 、最 低 賃 金 に つ い て 、官 民 が 協 力 し て 引 上 げ を

図 る と と も に 、そ の 引 上 げ 額 に つ い て は 、公 労 使 三 者 構 成 の 最 低 賃

金 審 議 会 で 、生 計 費 、賃 金 、賃 金 支 払 能 力 を 考 慮 し 、し っ か り 議 論

す る 。」 と さ れ て い ま す 。  

後 ほ ど 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ き ま し て も 諮 問 を さ せ て

い た だ き ま す が 、こ う し た 状 況 に つ い て も 十 分 考 慮 い た だ き な が ら 、

今 期 の 円 滑 な 審 議 に つ き ま し て ご 配 意 い た だ き 、審 議 会 の 総 意 と し

て 、是 非 と も 全 会 一 致 で の 答 申 を い た だ け ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、

簡 単 で は あ り ま す が ご 挨 拶 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  
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続 き ま し て 、本 日 の 資 料 に つ い て ご 確 認 願 い ま す 。会 議 次 第 、資

料 目 次 を ご 覧 く だ さ い 。  

こ こ で 資 料 の 差 し 替 え を お 願 い い た し ま す 。資 料 № １ 第 ５ ４ 期 香

川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 名 簿 に つ き ま し て 、誤 字 が あ り ま し た の

で 差 し 替 え を お 願 い い た し ま す 。  

資 料 № １ (P１ ) 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 委 員 名 簿  

資 料 № ２ (P３ ) 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程  

資 料 № ３ (P７ ) 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程  

資 料 № ４ (P９ ) 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会  

  運 営 規 程  

資 料 № ５ (P11)  香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱  

資 料 № ６ (P13)  香 川 県 地 方 最 低 賃 金 審 議 会（ 冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 、

は ん 用 機 械 器 具 、生 産 用 機 械 器 具 、業 務 用 機 械 器 具 製

造 業 、船 舶 製 造・修 理 業 、舶 用 機 関 製 造 業 、電 子 部 品・

デ バ イ ス・電 子 回 路 、電 気 機 械 器 具 、情 報 通 信 機 械 器

具 製 造 業 ） 最 低 賃 金 専 門 部 会 運 営 規 程   

資 料 № ７ (P21)   第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会  

委 員 名 簿  

資 料 № ８ (P23)  令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て

(案 ) 

資 料 № ９ (P25)  令 和 ４ 年 度 答 申 要 旨 の 公 示 日 別 最 短 効 力 発 生 予 定  

  一 覧 表  

資 料 № 10(P29)  令 和 ３ 年 度 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専 門 部    

会 の 開 催 状 況  

資 料 № 11(P31)  経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2022 等  

資 料 № 12(P33)  香 川 の 賃 金 概 況 （ 令 和 ４ 年 ）  

資 料 № 13(P45)  香 川 県 の 雇 用 情 勢（ 令 和 ４ 年 ４ 月 分 ）、労 働 市 場 の  

   動 向 （ 令 和 ４ 年 ４ 月 ）  

資 料 № 14(P61)  香 川 県 内 経 済 情 勢 報 告 （ 令 和 ４ 年 ４ 月 ）   



4 

 

資 料 № 15(P71)  香 川 県 金 融 経 済 概 況 （ 2022 年 ６ 月 13 日 ）  

資 料 № 16(P73)  「 最 低 賃 金 の 大 幅 引 き 上 げ と 審 議 会 の 完 全 公 開 を  

求 め る 要 請 」（ 全 国 労 働 組 合 総 連 合 四 国 地 区 協 議 会 ） 

資 料 № 17(P75)  「 Ｊ Ａ Ｌ 不 当 解 雇 撤 回 と 最 賃 1500 円 を 実 現 す る  

要 請 書 」（ Ｊ Ａ Ｌ 不 当 解 雇 撤 回 ・ 最 賃 1500 円 実 現  

四 国 キ ャ ラ バ ン 実 行 委 員 会 ）  

こ ち ら に つ き ま し て は 、 事 前 に お 渡 し し て い る 資 料 で す 。  

本 日 、 別 途 配 付 資 料 と し て 、  

①   香 川 県 の 雇 用 情 勢 （ 令 和 ４ 年 ５ 月 分 ）、 労 働 市 場 の 動 向 （ 令 和

４ 年 ５ 月 ）  

②  令 和 ４ 年 度 版 最 低 賃 金 決 定 要 覧  

③  2022（ 令 和 ４ ） 年 度 労 働 行 政 の と り く み （ 香 川 労 働 局 ）  

④  「 香 川 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー 」 利 用 案 内  

⑤  令 和 ４ 年 度 「 業 務 改 善 助 成 金 」 の ご 案 内  

⑥  「 業 務 改 善 助 成 金 特 例 コ ー ス 」 の ご 案 内  

⑦  業 務 改 善 助 成 金 の 活 用 例  

⑧  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」労 働 時 間 短 縮・年 休 促 進 支 援 コ   

ー ス の ご 案 内  

⑨  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 導 入 コ ー ス  

の ご 案 内  

⑩  「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 」労 働 時 間 適 正 管 理 推 進 コ ー ス の  

ご 案 内  

を 机 上 に 置 か せ て い た だ い て お り ま す が 、不 足 等 は ご ざ い ま せ ん か 。 

本 日 は 、 本 年 度 第 1 回 目 の 会 議 で あ り 、 皆 様 に は 第 54 期 の 委 員

と し て 昨 年 に 引 き 続 き 審 議 を お 願 い す る こ と に な り ま す が 、委 員 の

皆 様 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。  

資 料 № １ （ P１ ） の 名 簿 の 順 に お 名 前 を ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま

す 。  

公 益 委 員 と い た し ま し て 、東 委 員 、本 日 欠 席 で す が 籠 池 委 員 、春
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日 川 委 員 、 柴 田 委 員 、 髙 塚 委 員 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、労 働 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、大 島 委 員 、立 石 委 員 、土

田 委 員 、 本 日 欠 席 で す が 中 村 委 員 、廣瀬 委 員 で ご ざ い ま す 。  

次 に 、使 用 者 代 表 委 員 と い た し ま し て 、綾 田 委 員 、窪 田 委 員 、友

國 委 員 、 濱 田 委 員 、 本 日 欠 席 で す が 渡 部 委 員 で ご ざ い ま す 。  

以 上 の 15 名 で ご ざ い ま す 。  

な お 、 任 期 に つ き ま し て は 、 令 和 ５ 年 ４ 月 20 日 ま で と な っ て お

り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

続 い て 事 務 局 側 で す が 、 労 働 局 長 の 松 瀨 、 労 働 基 準 部 長 の 江 口 、

私 、賃 金 室 長 の 塩 田 、賃 金 指 導 官 の 須 藤 、賃 金 係 長 の 山 本 、労 災 保

険 給 付 調 査 官 の 橘 川 、 賃 金 調 査 員 の 白 方 で ご ざ い ま す 。  

労 働 基 準 部 長 の 江 口 、 私 、 賃 金 室 長 の 塩 田 、 賃 金 指 導 官 の 須 藤 、

賃 金 係 長 の 山 本 に つ き ま し て は 、今 年 ４ 月 の 異 動 で 、着 任 し て お り

ま す 。  

今 年 度 は こ の 体 制 で 、審 議 会 の 円 滑 な 運 営 に 努 め て 参 る 所 存 で ご

ざ い ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

本 審 議 会 の 会 長 及 び 会 長 代 理 に つ き ま し て は 、 昨 年 度 、 第 54 期

の 委 員 が 任 命 さ れ た 後 の 令 和 ３ 年 ６ 月 30 日 の 第 １ 回 香 川 地 方 最 低

賃 金 審 議 会 に お い て 、 最 低 賃 金 法 第 24 条 に 基 づ き 、 柴 田 会 長 及 び

東 会 長 代 理 が 選 出 さ れ て お り ま す 。  

 柴 田 会 長 と 東 会 長 代 理 に は 、引 き 続 き よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

そ れ ぞ れ ご 挨 拶 を お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

初 め に 柴 田 会 長 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 昨 年 度 に 引 き 続 き 会 長 を 務 め さ せ て い た だ き ま す 柴 田 で ご ざ い

ま す 。  

最 低 賃 金 法 の 趣 旨 や 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 か ら 示 さ れ る 目 安 等 を

踏 ま え な が ら 、労 使 の 合 意 が 図 ら れ ま す よ う 、努 め て ま い り た い と
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考 え て お り ま す 。  

 各 委 員 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、様 々 な 状 況 下 で 難 し い 判 断 を さ

れ る も の と 思 わ れ ま す が 、全 会 一 致 で の 答 申 に 至 り ま す よ う お 願 い

申 し 上 げ ま し て 、簡 単 で は ご ざ い ま す が 、挨 拶 に か え さ せ て い た だ

き ま す 。  

今 年 度 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 続 い て 東 会 長 代 理 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 東 会 長 代 理  

 引 き 続 き 会 長 代 理 を 務 め さ せ て い た だ き ま す 東 で ご ざ い ま す 。  

 会 長 代 理 と し て 微 力 で は あ り ま す が 、柴 田 会 長 を 支 え て 円 滑 な 審

議 会 の 運 営 に 努 め た い と 思 い ま す の で 、委 員 の 皆 様 の ご 協 力 を 賜 り

ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、こ れ か ら の 議 事 進 行 は 会 長 に お 願 い し た い と 思 い ま す 。 

柴 田 会 長 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 、 議 題 （ １ ） の 「 香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 諮 問 に つ い て 」

で ご ざ い ま す 。  

改 正 諮 問 に つ い て よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

そ れ で は 、 労 働 局 長 か ら 会 長 へ 諮 問 文 を お 渡 し し ま す 。  

 

（ 労 働 局 長 か ら 、 諮 問 文 を 会 長 へ 手 交 ）  
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〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら 、 諮 問 文 の 写 し を 各 委 員 に 配 付 し て く だ さ い 。  

（ 各 委 員 へ 諮 問 文 (写 )を 配 付 ）  

〇 柴 田 会 長  

皆 さ ん お 手 元 に 行 き 渡 っ た で し ょ う か 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

 

〇 賃 金 指 導 官  

そ れ で は 諮 問 文 を 読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

香 労 発 基 0701 第 1 号  

 令 和 ４ 年 ７ 月 １ 日  

香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 長  殿  

香 川 労 働 局 長  松 瀨  貴 裕  

最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て （ 諮 問 ）  

最 低 賃 金 法 （ 昭 和 34 年 法 律 第 137 号 ） 第 12 条 の 規 定 に 基 づ き 、

香 川 県 最 低 賃 金 （ 昭 和 55 年 香 川 労 働 基 準 局 最 低 賃 金 公 示 第 １ 号 ）

の 改 正 決 定 に つ い て 、新 し い 資 本 主 義 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 及 び 実 行

計 画（ 令 和 ４ 年 ６ 月 ７ 日 閣 議 決 定 ）及 び 新 し い 資 本 主 義 実 行 計 画 工

程 表 並 び に 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針 2022（ 同 日 閣 議 決 定 ）に

配 意 し た 、 貴 会 の 調 査 審 議 を お 願 い す る 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 の 労 働 局 長 か ら の 諮 問 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 は

ご ざ い ま す か 。  

無 い よ う で す の で 、香 川 県 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て の 諮 問 を

受 け る こ と に い た し ま す 。  

会 議 次 第 に 従 い ま し て 、 議 題 （ ２ ） に 入 り ま す 。  
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「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」等 に つ い て 、事 務 局 か ら 説

明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

ま ず 、香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営

小 委 員 会 に つ い て で す 。  

資 料 № ２ (P３ )の 「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」 を ご 覧 く

だ さ い 。こ れ は 、審 議 会 の 議 事 運 営 に つ い て 定 め た も の で ご ざ い ま

す 。第 ３ 条 で は 、「 会 長 は 、審 議 会 の 議 決 に よ り 特 定 の 議 案 に つ い て

事 実 の 調 査 を し 、又 は 細 目 に わ た る 審 議 を 行 う た め 、委 員 を 指 名 し

て 小 委 員 会 を 設 け る こ と が で き る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま す 。  

小 委 員 会 は 会 長 が 指 名 し た 公 労 使 ３ 名 ず つ 計 ９ 名 の 委 員 で 構 成

さ れ 、委 員 長 及 び 委 員 長 代 理 は 公 益 委 員 を あ て る こ と に な っ て お り

ま す 。  

そ し て 、小 委 員 会 に お き ま し て は 、従 来 、特 定 最 低 賃 金 の「 改 正

決 定 の 必 要 性 の 有 無 」 に つ い て ご 審 議 い た だ い て お り ま す 。  

本 年 度 に お き ま し て も 、特 定 最 低 賃 金 に つ い て 、関 係 労 使 か ら の

改 正 等 の 申 出 の 後 、「 改 正 決 定 の 必 要 性 の 有 無 」 に つ い て ご 審 議 い

た だ く こ と と な り ま す 。  

こ の 小 委 員 会 の 運 営 に 関 し ま し て は 、 資 料 № ３ (P７ )の 「 香 川 地

方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程 」 を ご 覧 く だ さ い 。  

ま た 、資 料 № ７ (P21)と し て 、あ ら か じ め 皆 様 に ご 意 見 を い た だ き

作 成 し た「 第 54 期 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 小 委 員 会 委 員 名 簿 」

を 配 付 し て お り ま す 。  

公 益 代 表 委 員 は 、東 委 員 、籠 池 委 員 、柴 田 委 員 を 、労 働 者 代 表 委

員 は 、大 島 委 員 、立 石 委 員 、中 村 委 員 を 、使 用 者 代 表 委 員 は 、窪 田

委 員 、 濱 田 委 員 、 渡 部 委 員 と さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

続 い て 、資 料 № ２ (P３ )の「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」に

戻 り ま し て 、第 ６ 条 で は 、会 議 は 原 則 と し て 公 開 と し て お り ま す が 、
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個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人 若 し く は 団

体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は 率 直 な 意

見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ が

あ る 場 合 に は 、会 長 は 、会 議 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、規 定

さ れ て お り ま す 。  

ま た 、第 ７ 条 で は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 は 原 則 と し て 公 開 と し

て お り ま す が 、 個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、

個 人 若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場

合 又 は 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な

わ れ る お そ れ が あ る 場 合 に は 、会 長 は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の 一

部 又 は 全 部 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、そ し て 、議 事 録 を 非 公

開 と す る 場 合 に は 、議 事 要 旨 を 作 成 し 公 開 す る も の と す る 旨 、規 定

さ れ て お り ま す 。  

こ れ ら の 規 定 を 踏 ま え 、昨 年 度 ま で は 、本 審 に つ い て は 、会 議 を

公 開 と し 、議 事 録 及 び 会 議 資 料 に つ い て も 公 開 と な っ て い ま す 。運

営 小 委 員 会 に つ い て は 、会 議 を 非 公 開 と し て 、議 事 要 旨 を 公 開 し て

い ま す 。  

次 に 、 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て  

で す 。  

本 日 、香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て 、改 正 諮 問 を さ せ て い た だ き ま し

た が 、 こ れ を 受 け ま し て 、 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に よ り 、 香 川

県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設 置 す る こ と と な り ま す 。  

最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ２ 項 に は 、「 最 低 賃 金 審 議 会 は 、最 低 賃 金 の

決 定 又 は そ の 改 正 の 決 定 に つ い て 調 査 審 議 を 求 め ら れ た と き は 、専

門 部 会 を 置 か な け れ ば な ら な い 。」と さ れ て お り 、こ れ に 基 づ い て 、

香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設 置 し ま す 。  

専 門 部 会 は 、最 低 賃 金 法 同 条 第 ３ 項 及 び 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条

に よ り ま し て 、 公 益 代 表 委 員 、 労 働 者 代 表 委 員 、 使 用 者 代 表 委 員 、

そ れ ぞ れ ３ 名 に よ り 構 成 さ れ ま す 。  
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こ の た め 、労 使 各 ３ 名 ず つ の 委 員 の 推 薦 の た め の 公 示 を 本 日 行 う

こ と と い た し ま す 。 締 め 切 り は 、 ７ 月 15 日 を 考 え て い ま す 。  

そ し て 、 資 料 № ４ (P９ )の 「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最 低

賃 金 専 門 部 会 運 営 規 程 」 を ご 覧 く だ さ い 。  

 次 の 頁 に な り ま す が 、第 ７ 条 で は 、会 議 は 原 則 と し て 公 開 と し て

お り ま す が 、個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個

人 若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合

又 は 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ

れ る お そ れ が あ る 場 合 に は 、部 会 長 は 、会 議 を 非 公 開 と す る こ と が

で き る 旨 、 規 定 さ れ て お り ま す 。  

ま た 、第 ８ 条 で は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 は 原 則 と し て 公 開 と し

て お り ま す が 、 個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、

個 人 若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場

合 又 は 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な

わ れ る お そ れ が あ る 場 合 に は 、部 会 長 は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の

一 部 又 は 全 部 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、そ し て 、議 事 録 を 非

公 開 と す る 場 合 に は 、議 事 要 旨 を 作 成 し 公 開 す る も の と す る 旨 、規

定 さ れ て お り ま す 。  

こ の 規 定 を 踏 ま え 、令 和 ３ 年 度 は 、当 専 門 部 会 の 第 1 回 目 の 会 議

を 公 開 と し 、 議 事 録 を 公 開 し 、 ２ 回 目 以 降 の 会 議 を 非 公 開 と し て 、

議 事 要 旨 を 公 開 し て い ま す 。  

次 に 、資 料 № ５ (P11)「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要 綱 」を

ご 覧 く だ さ い 。こ ち ら は 、会 議 を 公 開 す る 際 の 手 続 き 等 に つ い て 定

め た も の と な り ま す 。  

ま た 、本 日 の 資 料 № 16(P73)及 び 資 料 № 17(P75)に 、労 働 団 体 等 か

ら の 最 低 賃 金 引 上 げ 、中 小 企 業 支 援 及 び 審 議 会 の 公 開 に つ い て の 要

請 文 を つ け て お り ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  
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あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 ご ざ

い ま す か 。  

 

〇 大 島 委 員  

 P4 の 会 議 の 公 開 第 ６ 条 で 、会 長 は 会 議 を 非 公 開 と す る こ と が で き

る と あ り ま す が 、そ れ を 決 定 す る の は 会 長 だ け で あ る と 読 め る と 思

い ま す 。  

 と こ ろ が 、会 議 に 参 加 し て い る 委 員 は 労 側 も 使 側 も 公 益 側 も い る

わ け で し て 、個 人 情 報 に つ い て こ の 部 分 は 非 公 開 に し て 欲 し い と い

う こ と な ど 我 々 の 気 持 ち を 理 解 し て く れ て い る か 、こ の 文 章 か ら は

読 み 取 れ ず 、会 長 が 非 公 開 と す る か 否 か に つ い て 全 て を 判 断 す る と

い う 理 解 で 良 い の で し ょ う か 。  

 

〇 松 瀨 香 川 労 働 局 長  

 「 で き る 」と い う の は 、議 事 の 進 行 に 関 す る 裁 量 を 与 え ら れ て い

る と い う こ と で す が 、当 然 な が ら 判 断 に 先 立 っ て 議 事 を 行 い 、個 人

情 報 に 触 れ る か ら 非 公 開 に し て も ら え ま せ ん か と い っ た 協 議 が あ

る こ と を 前 提 と し て お り ま す の で 、事 実 上 問 題 は 発 生 し な い と 考 え

て お り ま す 。  

 

〇 大 島 委 員  

 わ か り ま し た 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 私 も 従 来 か ら「 で き る 」と い う こ と で 独 断 的 に 行 っ た つ も り は ご

ざ い ま せ ん の で 審 議 会 で 協 議 し 、最 終 的 に は 会 長 で あ る 私 の 判 断 と

い う こ と に さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 そ の 他 、 い か が で し ょ う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  
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今 の お 話 と も 関 係 が あ り ま す が 、審 議 会 の 公 開 に 関 し て 、私 か ら

の 意 見 で す が 、す べ て の 本 審 と 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 第 1 回 目 は

公 開 に な っ て い ま す 。ま た 、運 営 小 委 員 会 及 び 第 ２ 回 目 以 降 の 香 川

県 最 低 賃 金 専 門 部 会 で す が 、こ れ は 先 ほ ど の 規 程 を 前 提 に 考 え た 場

合 、「 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ

れ る お そ れ が あ る 」な ど の 要 件 に 合 致 す る こ と か ら 、会 議 を 非 公 開

に せ ざ る を 得 な い と 思 い ま す 。  

香 川 県 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ い て は 、例 年 各 専 門

部 会 ３ 回 の 会 議 を 開 催 し て お り 、会 議 を 非 公 開 と し て 、議 事 要 旨 を

公 開 し て い ま す 。  

資 料 № ６ (P13～ 20)は 、香 川 県 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 の 各 専 門 部

会 運 営 規 定 第 ７ 条 で は 、 会 議 は 原 則 と し て 公 開 と し て お り ま す が 、

個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、個 人 若 し く は 団

体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場 合 又 は 率 直 な 意

見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ が

あ る 場 合 に は 、部 会 長 は 、会 議 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、規

定 さ れ て お り ま す 。  

ま た 、第 ８ 条 で は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 は 原 則 と し て 公 開 と し

て お り ま す が 、 個 人 情 報 の 保 護 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 場 合 、

個 人 若 し く は 団 体 の 権 利 利 益 が 不 当 に 侵 害 さ れ る お そ れ が あ る 場

合 又 は 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な

わ れ る お そ れ が あ る 場 合 に は 、部 会 長 は 、議 事 録 及 び 会 議 の 資 料 の

一 部 又 は 全 部 を 非 公 開 と す る こ と が で き る 旨 、そ し て 、議 事 録 を 非

公 開 と す る 場 合 に は 、議 事 要 旨 を 作 成 し 公 開 す る も の と す る 旨 、規

定 さ れ て お り ま す 。  

以 上 の 規 定 を 踏 ま え 、第 １ 回 目 に 含 ま れ る 非 公 開 に せ ざ る を 得 な

い 部 分 は 、少 な い と 思 い ま す 。そ の た め 、「 率 直 な 意 見 の 交 換 若 し く

は 意 思 決 定 の 中 立 性 が 不 当 に 損 な わ れ る お そ れ が あ る 」な ど の 非 公

開 に せ ざ る を 得 な い 部 分 に つ い て は 、第 ２ 回 目 以 降 の 会 議 に 移 動 さ
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せ る な ど し て 、香 川 県 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 専 門 部 会 の 第 １ 回 会

議 は 公 開 に し て は ど う か と 思 い ま す 。皆 様 、い か が で し ょ う か 。香

川 県 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 の 第 ２ 回 目 以 降 の 公 開 に

つ い て は 、当 専 門 部 会 で 判 断 し て い た だ け れ ば い い も の と 思 い ま す 。 

 皆 さ ま 、 い か が で し ょ う か 。  

 

〇 窪 田 委 員  

 第 1 回 と い う の は 合 同 専 門 部 会 の こ と で す か 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ う で す 。  

よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」 の 声 あ り ）  

 

そ れ で は 、ご 賛 同 い た だ い た と い う こ と で 、会 議 、議 事 録 及 び 資

料 の 公 開 に 関 し ま し て は 、本 審 、第 １ 回 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 及

び 第 １ 回 香 川 県 特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 専 門 部 会 に つ き ま し て は 公

開 と し 、運 営 小 委 員 会 及 び こ れ 以 外 の 専 門 部 会 に つ き ま し て は 非 公

開 と し て 、 議 事 要 旨 を 作 成 し て 公 開 す る こ と に し ま す 。  

ま た 、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 運 営 規 程 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金

審 議 会 運 営 小 委 員 会 運 営 規 程 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 香 川 県 最

低 賃 金 専 門 部 会 運 営 規 程 」、「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 会 議 公 開 要

綱 」、に つ い て は 、変 更 せ ず 、昨 年 決 定 さ れ た と お り と い た し ま す 。  

 議 事 録 に つ き ま し て は 、 資 料 № ２ (P３ )の 「 香 川 地 方 最 低 賃 金 審

議 会 運 営 規 程 」 第 ７ 条 に よ り 、「 会 長 及 び 会 長 の 指 名 し た 委 員 ２ 人

が 確 認 す る も の と す る 。」 と さ れ て お り ま す 。 こ の 確 認 に つ い て で

す が 、労 働 者 側  立 石 委 員 、使 用 者 側  窪 田 委 員 に お 願 い し た い と

思 い ま す 。 立 石 委 員 、 窪 田 委 員 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
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な お 、審 議 会 当 日 に こ の お 二 方 が ご 欠 席 の 場 合 は 、そ れ ぞ れ 大 島

委 員 、 渡 部 委 員 に お 願 い す る こ と と し 、 さ ら に ご 欠 席 の 場 合 に は 、

審 議 会 当 日 に 出 席 さ れ た 委 員 の 中 か ら お 願 い し た い と 思 い ま す の

で 、 ご 承 知 お き い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

そ れ で は 、次 の 議 題 、（ ３ ）の「 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め

方 等 の 承 認 に つ い て 」と こ れ に 関 連 す る 議 題（ ４ ）の「 最 低 賃 金 審

議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 」 に 入 り ま す 。  

事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

資 料 № ８ (P23)の 「 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い

て （ 案 ）」 を ご 覧 く だ さ い 。  

こ れ は 、 本 年 ３ 月 18 日 に 開 催 さ れ ま し た 令 和 ３ 年 度 第 ８ 回 の 本

審 に お き ま し て 審 議 さ れ 、成 案 と し て 今 年 度 の 審 議 会 に 申 し 送 る こ

と に つ い て 全 委 員 か ら 同 意 を い た だ い た も の で ご ざ い ま す 。  

本 日 ご 承 認 い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

審 議 の 進 め 方 の 要 点 と い た し ま し て は 、１ の（ １ ）、香 川 県 最 低 賃

金 は 、特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 に 先 行 し て 調 査 審 議 す る こ と 、１ の

（ ２ ）、 特 定 最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 は 、 同 時 期 に 調 査 審 議 す る こ と

が あ る こ と 、１ の（ ４ ）、専 門 部 会 で の 審 議 回 数 は 、お お む ね ３ 回 で

結 論 を 出 す こ と を 努 力 目 標 と す る こ と 、１ の（ ５ ）、審 議 の 効 率 化 を

図 る た め 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適 用 し 、専 門 部 会 の 決

議 を も っ て 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 決 議 と す る 、こ の 場 合 、専 門

部 会 に お い て 全 会 一 致 で 決 議 す る こ と を 原 則 と す る と し て い ま す 。 

２ に な り ま す が 、 香 川 県 最 低 賃 金 の 効 力 発 生 の 日 は 令 和 ４ 年 10

月 １ 日 を 、次 頁 の ３ の（ ３ ）の 特 定 最 低 賃 金 の 効 力 発 生 の 日 は 令 和

４ 年 12 月 15 日 を 、 そ れ ぞ れ 努 力 目 標 と し て い ま す 。  

３ の（ ４ ）で す が 、来 年 度 の 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 の 申 出 に つ い て

は 、本 年 度 の 最 後 の 審 議 会 に お い て 、そ の 意 向 確 認 を 行 う こ と と し
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て い ま す 。  

次 に 、議 題（ ４ ）の「 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 の 決 議 」に

つ い て は 、先 程 も 触 れ ま し た が 、(P23)「 令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議

の 進 め 方 等 に つ い て （ 案 ）」 の １ の （ ５ ） の 部 分 と な り ま す 。  

最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 に お き ま し て 、「 審 議 会 は 、 あ ら

か じ め そ の 議 決 す る と こ ろ に よ り 、最 低 賃 金 専 門 部 会 の 決 議 を も っ

て 審 議 会 の 決 議 と す る こ と が で き る 。」 と 規 定 さ れ て お り ま す 。  

こ の １ の（ ５ ）に お き ま し て は 、「 審 議 の 効 率 化 を 図 る た め 、最 低

賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を 適 用 し 、専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 香 川

地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 決 議 と す る 。こ の 場 合 、専 門 部 会 に お い て 全

会 一 致 で 決 議 す る こ と を 原 則 と す る 。」 と 規 定 し て い ま す 。  

し た が い ま し て 、「 全 会 一 致 で の 香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 及 び 特

定 最 低 賃 金 専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 、 審 議 会 の 決 議 と す る 。」 と い

う こ と で ご ざ い ま す 。  

本 日 の 審 議 会 に お き ま し て 、 改 め て ご 確 認 を お 願 い し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 説 明 に つ い て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問 等 ご ざ

い ま す か 。  

（ 各 委 員 よ り 「 異 議 な し 。」） の 声 あ り  

〇 柴 田 会 長  

た だ 今 承 認 を い た だ き ま し た の で 、資 料 № ８ (P23)の「 案 」を 取 っ

て い た だ き 、本 年 度 の 最 低 賃 金 の 審 議 に つ き ま し て は 、こ の「 令 和

４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て 」に よ り 審 議 を 進 め て い

く こ と と い た し ま す 。  

そ れ で は 、 事 務 局 で 読 み 上 げ て く だ さ い 。  

 

〇 賃 金 係 長  
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読 み 上 げ さ せ て い た だ き ま す 。  

令 和 ４ 年 度 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 等 に つ い て （ 案 ）  

１  審 議 の 進 め 方 に つ い て  

(1)  香 川 県 最 低 賃 金 は 、特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金 に 先 行 し て 調 査 審  

 議 す る 。  

(2) 特 定 最 低 賃 金 の 各 専 門 部 会 は 、同 時 期 に 調 査 審 議 す る こ と が あ る 。 

(3)  専 門 部 会 の 審 議 に お け る 業 界 の 実 情 把 握 の た め の 手 段 と し て

は 、 関 係 参 考 人 の 意 見 聴 取 又 は 実 地 視 察 に よ る こ と と す る 。  

(4) 専 門 部 会 で の 審 議 回 数 は 、 お お む ね ３ 回 で 結 論 を 出 す こ と を  

努 力 目 標 と す る 。  

(5) 審 議 の 効 率 化 を 図 る た め 、 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項 を  

適 用 し 、 専 門 部 会 の 決 議 を も っ て 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 決

議 と す る 。  

  こ の 場 合 、専 門 部 会 に お い て 全 会 一 致 で 決 議 す る こ と を 原 則 と す     

る 。  

(6)  最 低 賃 金 の 円 滑 な 施 行 を 図 る た め 、 効 力 発 生 の 日 を 指 定 し て

審 議 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

(7) 審 議 の た め の 資 料 は 、春 季 賃 上 げ 状 況 、標 準 生 計 費 、消 費 者 物  

価 指 数 、 業 界 の 景 況 な ら び に 賃 金 実 態 調 査 結 果 な ど と す る 。  

(8)  専 門 部 会 の 審 議 は 、 原 則 と し て 通 常 の 執 務 時 間 外 （ 午 後 ５ 時

15 分 以 降 及 び 閉 庁 日 ） に は 行 わ な い こ と と す る 。  

(9)  専 門 部 会 の 審 議 日 程 は 、 初 回 時 に お い て 次 ・ 次 々 回 ま で 調 整

す る こ と と す る 。  

 

２  香 川 県 最 低 賃 金 に つ い て  

 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 が 示 す 目 安 や 諸 般 の 事 情 を 総 合 的 に 勘 案 し 、

本 年 度 の 改 正 を す る 。  

 効 力 発 生 の 日 に つ い て は 令 和 ４ 年 10 月 １ 日 を 努 力 目 標 と す る 。  
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３  特 定 最 低 賃 金 に つ い て  

昭 和 61 年 ２ 月 14 日 の 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 答 申 「 現 行 産 業 別 最

低 賃 金 の 廃 止 及 び 新 産 業 別 最 低 賃 金 へ の 転 換 等 に つ い て 」に 示 さ れ

た 方 針 を 尊 重 し 、 次 の と お り 審 議 を 進 め る 。  

(1)  令 和 ４ 年 度 に お け る 改 正 の 申 出 の 意 向 表 明 が 行 わ れ た 特 定 最   

低 賃 金 に つ い て は 、 改 正 の 申 し 出 が 行 わ れ 、 香 川 労 働 局 長 か ら

そ の 改 正 の 必 要 性 の 有 無 に つ い て の 諮 問 が あ っ た 場 合 に は 、 速

や か に 運 営 小 委 員 会 に 付 託 し て 審 議 す る 。  

(2)  運 営 小 委 員 会 に お い て は 、 必 要 に 応 じ 参 考 人 の 意 見 を 聴 取 す  

 る 等 慎 重 審 議 の 上 、 同 委 員 会 の 報 告 に 基 づ き 香 川 労 働 局 長 へ 答

申 を 行 う も の と す る 。  

な お 、必 要 性 の 有 無 の 審 議 に 当 た っ て は 、申 出 の 要 件 を 具 備 し  

て い る も の に つ い て は 、 原 則 と し て 「 必 要 性 有 」 の 速 や か な 結  

論 に 至 る こ と を 努 力 目 標 と す る 。 こ の 場 合 、 制 度 の 安 定 の 面 に  

配 慮 し 、 業 種 の く く り 方 、 基 幹 的 労 働 者 の 範 囲 に つ い て は 現 行  

ど お り と す る 。  

(3) 特 定 最 低 賃 金 の 改 正 決 定 に つ い て 諮 問 が あ っ た 場 合 は 、対 応 す  

る 専 門 部 会 を 設 置 し 、諸 般 の 事 情 を 総 合 的 に 勘 案 し 、審 議 を 行 う   

も の と す る 。  

   効 力 発 生 の 日 に つ い て は 、令 和 ４ 年 12 月 15 日 を 努 力 目 標 と す る 。  

(4) 令 和 ５ 年 度 の 申 出 に つ い て は 、本 年 度 末 段 階 の 審 議 会 に お い て 、 

そ の 意 向 の 有 無 を 労 使 に 確 認 す る こ と と す る 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

で は 、今 後 の 香 川 県 最 低 賃 金 の 審 議 の 進 め 方 に つ い て 、事 務 局 か

ら 説 明 を お 願 い し ま す 。  
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〇 賃 金 室 長  

今 後 の 審 議 等 の 予 定 に つ い て 、 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ５ 項 に 基 づ く 関 係 労 働 者 及 び 関 係 使 用 者 か

ら の 意 見 聴 取 の 公 示 を 本 日 行 う こ と と い た し ま す 。締 め 切 り は ７ 月

15 日 と な り ま す 。  

ま た 、先 ほ ど も 説 明 を し ま し た が 、香 川 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 設

置 す る こ と に な り ま す 。  

専 門 部 会 は 最 低 賃 金 法 第 25 条 第 ３ 項 及 び 最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６

条 に よ り ま し て 、公 益 代 表 委 員 、労 働 者 代 表 委 員 、使 用 者 代 表 委 員 、

そ れ ぞ れ ３ 名 に よ り 構 成 さ れ ま す 。  

こ の た め 、労 使 各 ３ 名 ず つ の 委 員 推 薦 の た め の 公 示 を 本 日 行 う こ

と と い た し ま す 。 締 め 切 り は ７ 月 15 日 と な り ま す 。  

そ の 後 、専 門 部 会 を ４ 回 程 度 開 催 し 、審 議 の 上 、８ 月 ５ 日 ま で に

結 審 し 、全 会 一 致 の 結 審 に な れ ば 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ６ 条 第 ５ 項

を 適 用 し て 、改 正 決 定 の 答 申 を 行 い 、全 会 一 致 に な ら な か っ た 場 合

は 、 本 審 で 採 決 を 行 い ま す 。  

８ 月 ５ 日 答 申 の 場 合 、 そ の 後 、 改 正 内 容 の 公 示 を 15 日 間 行 い 、

そ の 間 に 異 議 申 立 て が あ れ ば 異 議 審 を ８ 月 23 日（ 金 ）午 前 10 時 か

ら 開 催 し 、労 働 局 長 か ら 異 議 申 出 の 諮 問 を 行 い 、異 議 に つ い て の 審

議 の 上 、 労 働 局 長 あ て 答 申 を 行 っ て い た だ き ま す 。  

９ 月 １ 日 に 官 報 に 掲 載 さ れ れ ば 法 定 発 効 に よ り 30 日 経 過 し た 10

月 1 日 が 発 効 日 と な り ま す 。  

な お 、 異 議 が な け れ ば 、 異 議 審 は 開 催 し ま せ ん 。  

 

〇 柴 田 会 長  

最 後 に 、議 題（ ５ ）の「 そ の 他 」に 入 り た い と 思 い ま す 。事 務 局

の 方 で 何 か ご ざ い ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  
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す で に お 目 通 し い た だ い て い る と は 思 い ま す が 、本 年 ６ 月 ９ 日 に

全 国 労 働 組 合 総 連 合 四 国 地 区 協 議 会 か ら 資 料 № 16(P73)「 最 低 賃 金

の 大 幅 引 き 上 げ と 審 議 会 の 完 全 公 開 を 求 め る 要 請 書 」が 香 川 労 働 局

長 あ て 、 提 出 さ れ て お り ま す の で 報 告 い た し ま す 。  

ま た 、 本 年 ５ 月 18 日 に Ｊ Ａ Ｌ 不 当 解 雇 撤 回 ・ 最 賃 全 国 キ ャ ラ バ

ン 四 国 実 行 委 員 会 か ら 資 料 № 17(P75)「 Ｊ Ａ Ｌ 解 雇 撤 回 と 最 賃 1500

円 を 実 現 す る 要 請 書 」が 香 川 労 働 局 長 あ て 、提 出 さ れ て お り ま す の

で 報 告 い た し ま す 。  

次 に 、本 日 の 資 料 で す が 、今 後 の 審 議 の 参 考 と し て い た だ く た め 、

資 料 № ９ (P25)か ら 資 料 № 15(P71)を お 配 り し て お り ま す 。  

資 料 № ９ (P25)は 、「 令 和 ４ 年 度 答 申 要 旨 の 公 示 日 別 最 短 効 力 発 生

予 定 一 覧 表 」で す 。審 議 の 進 め 方 に あ り ま す よ う に 、地 域 別 最 低 賃

金 10 月 1 日 （ 土 ） の 発 効 を 目 指 す と す れ ば 、 黄 色 の 部 分 を 見 て い

た だ き た い の で す が 、左 端 の 欄 が 答 申 日 と な り ま す の で 、８ 月 ５ 日

（ 金 ）ま で に 答 申 を い た だ く 必 要 が あ り ま す 。８ 月 ６ 日 、７ 日 は 土

日 で す の で 、８ 月 ８ 日（ 月 ）が 答 申 に な る と 、発 効 は 10 月 ２ 日（ 日 ）

に な っ て し ま い ま す 。  

重 ね て 申 し 上 げ ま す が 、10 月 1 日 に 発 効 す る た め に は 、８ 月 ５ 日

（ 金 ）ま で に 答 申 を い た だ か な け れ ば な ら な い と い う こ と に な り ま

す 。  

P27 は 特 定 最 賃 で す 。黄 色 の 部 分 に な り ま す が 、例 年 ど お り 12 月

15 日 の 発 効 を 目 指 す と す れ ば 、 10 月 14 日（ 金 ）ま で に 答 申 を い た

だ く 必 要 が あ る と い う こ と に な り ま す 。  

 10 月 15 日 、 16 日 は 土 日 で す の で 、 10 月 17 日 （ 月 ） が 答 申 に な

る と 、そ の 発 効 は 12 月 16 日（ 金 ）と な っ て し ま い ま す の で 、12 月

15 日 に は 間 に 合 わ な い こ と と な り ま す 。  

資 料 № 10(P29)は 、「 令 和 ３ 年 度 香 川 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 及 び 同 専

門 部 会 の 開 催 状 況 」 で す 。  

一 番 上 の ① か ら ⑧ が 本 審 、そ の 下 が 運 営 小 委 員 会 。半 分 か ら 下 が
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専 門 部 会 で ご ざ い ま す 。香 川 県 最 低 賃 金 で は 専 門 部 会 を ４ 回 開 催 し

ま し て 、そ の う ち の ３ 回 で 金 額 審 議 を 行 っ て お り ま す 。特 定 最 賃 ４

業 種 に つ き ま し て も 、冷 凍 調 理 食 品 製 造 業 は ２ 回 、そ れ 以 外 は そ れ

ぞ れ ３ 回 で 答 申 を い た だ い て お り ま す 。  

今 年 度 も 同 じ よ う な ス ケ ジ ュ ー ル で 進 め た い と 思 っ て お り ま す

の で 、年 間 の ス ケ ジ ュ ー ル 感 と 審 議 内 容 を つ か ん で い た だ け れ ば と

思 い ま す 。  

資 料 № 11(P31)は 、諮 問 文 に 引 用 さ せ て い た だ い て お り ま す 、令 和

４ 年 ６ 月 ７ 日 に 閣 議 決 定 さ れ ま し た「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方

針  2022」 と 「 新 し い 資 本 主 義 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 及 び 実 行 計 画 」

の 抜 粋 で ご ざ い ま す 。  

資 料 № 12(P33)は 令 和 ３ 年 賃 金 構 造 基 本 統 計 調 査 の 結 果 に 基 づ く

香 川 の 賃 金 概 況 で ご ざ い ま す 。  

賃 金 構 造 基 本 統 計 調 査 に つ き ま し て は 、令 和 ２ 年 調 査 よ り 集 計 方

法 が 見 直 さ れ た こ と に よ り 、令 和 ２ 年 調 査 結 果 と 令 和 元 年 以 前 ま で

の 調 査 結 果 と は 接 続 性 を 欠 く も の と な っ て お り ま す 。  

資 料 № 13(P45)は 香 川 労 働 局 職 業 安 定 部 が ５ 月 31 日 に 発 表 し た 令

和 ４ 年 ４ 月 の 雇 用 情 勢 等 で す が 、 ５ 月 の 雇 用 情 勢 等 が 、 ６ 月 30 日

に 発 表 さ れ ま し た の で 、最 新 の も の を 机 上 配 布 し て お り ま す 。こ れ

に よ り ま す と 雇 用 情 勢 判 断 は「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 は

一 部 に 残 る も の の 、 持 ち 直 し て い る 」 と さ れ て お り ま す 。  

資 料 № 14(P61)は 財 務 省 四 国 財 務 局 が ４ 月 に 発 表 し た 香 川 県 内 経

済 情 勢 報 告 で す 。 今 回 の 総 合 判 断 と し て は 、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 の 影 響 が み ら れ る な か 、持 ち 直 し に 向 け た テ ン ポ が 緩 や か に

な っ て い る 。」 と さ れ て お り ま す 。  

資 料 № 15(P71)は 日 本 銀 行 高 松 支 店 が 2022 年 6 月 13 日 に 発 表 し

た 香 川 県 金 融 経 済 概 況 で す 。「 香 川 県 内 の 景 気 は 、 一 部 に 供 給 制 約

に よ る 下 押 し の 影 響 が み ら れ る も の の 、全 体 と し て は 持 ち 直 し つ つ

あ る 。」 と さ れ て お り ま す 。  
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ま た 、本 日 配 付 し て い る「 最 低 賃 金 決 定 要 覧 」は 、全 国 の 最 低 賃

金 の 決 定 状 況 や 賃 金 に 関 す る 指 標 、関 係 法 令 や 中 賃 の 答 申・報 告 な

ど を 掲 載 し て お り ま す 。  

「 労 働 行 政 の と り く み 」は 、香 川 労 働 局 の 今 年 度 の 行 政 運 営 の 主

な 内 容 に つ い て 、 広 報 の た め 取 り ま と め た も の で ご ざ い ま す 。  

続 い て 、各 種 リ ー フ レ ッ ト で す が 、厚 生 労 働 省 に お い て 行 っ て お

り ま す 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 へ の 各 種 支 援 制 度 等 に つ い て で す 。 

1 つ め は 、 中 小 企 業 か ら の 各 種 相 談 に 無 料 で 対 応 す る 相 談 窓 口 で

あ る 「 香 川 働 き 方 改 革 推 進 支 援 セ ン タ ー 」 の 利 用 案 内 で す 。  

２ つ め は 、「 令 和 ４ 年 度「 業 務 改 善 助 成 金 」の ご 案 内 」で 、事 業 場

内 で 最 も 低 い 賃 金 を 一 定 額 以 上 引 上 げ 、設 備 投 資 な ど を 行 っ た 場 合

に そ の 費 用 の 一 部 を 助 成 す る と い う も の で す 。  

３ つ め は 、「「 業 務 改 善 助 成 金 特 例 コ ー ス 」の ご 案 内 」で 、新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、売 上 高 等 が ３ ０ ％ 以 上 減 少 し て

い る 中 小 企 業 事 業 者 が 、令 和 ３ 年 ７ 月 １ ６ 日 か ら 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ３

１ 日 ま で の 期 日 に 遡 及 し て 事 業 場 内 最 低 賃 金 を ３ ０ 円 以 上 引 き 上

げ 、こ れ か ら 設 備 投 資 を 行 う 場 合 に 、対 象 経 費 の 範 囲 を 通 常 コ ー ス

よ り 特 例 的 に 拡 大 し 、そ の 費 用 の 一 部 を 助 成 す る も の で す 。こ ち ら

は 申 請 期 限 が 令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ９ 日 ま で と な っ て お り ま す 。  

４ つ め は 、「 業 務 改 善 助 成 金 の 活 用 例 」 で す 。  

こ れ は 、助 成 金 の 申 請 要 件 と な っ て い る 生 産 性 を 上 げ る た め の 設

備 投 資 の 例 な ど 活 用 例 に つ い て 集 め た も の で す 。  

残 り の ３ つ は 、「 働 き 方 改 革 推 進 支 援 助 成 金 ｣の 、  

・ 労 働 時 間 短 縮 ・ 年 休 促 進 支 援 コ ー ス  

・ 勤 務 間 イ ン タ ー バ ル 導 入 コ ー ス  

・ 労 働 時 間 適 正 管 理 推 進 コ ー ス  

の リ ー フ レ ッ ト で す 。  

現 在 、 最 低 賃 金 に 関 す る 基 礎 調 査 を 実 施 し て お り ま す 。  

今 後 、専 門 部 会 に お き ま し て 、調 査 結 果 等 を 取 り ま と め 、ご 説 明
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申 し 上 げ る 予 定 と し て お り ま す 。  

説 明 は 以 上 と な り ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

事 務 局 か ら の 説 明 及 び 審 議 会 資 料 に 関 し て 、何 か ご 意 見 、ご 質 問

等 ご ざ い ま す か 。  

 

〇 大 島 委 員  

 情 報 が あ れ ば お 教 え い た だ き た い の で す が 、 P31 経 済 財 政 運 営 と

改 革 の 基 本 方 針 2022 の 第 ２ 章 の １ ．（ １ ）の 下 段 に「 で き る 限 り 早

期 に 最 低 賃 金 の 全 国 加 重 平 均 1,000 円 以 上 と な る こ と を 目 指 し 、」

と あ り ま す が 、こ れ ま で の 審 議 に お い て も 、最 低 賃 金 に は 地 域 間 格

差 あ る と い う こ と は 如 何 な も の か と い う こ と で 、そ の 格 差 を い か に

小 さ く す る か と い う 話 も あ っ た か と 思 い ま す 。  

 こ こ で 政 府 と し て は 加 重 平 均 と い う 言 い 方 を さ れ て い ま す が 、加

重 平 均 で あ れ ば 人 口 が 多 い 大 都 市 に 引 っ 張 ら れ て し ま い ま す 。そ の

結 果 、加 重 平 均 1,000 円 と な っ た と し て も 地 方 と の 格 差 は 小 さ く な

ら な い と 思 っ て い ま す 。  

 な ぜ 政 府 は 加 重 平 均 と い う こ と を 出 し て き た の か 情 報 が あ れ ば

お 教 え い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 な ぜ 加 重 平 均 な の か 、今 の と こ ろ 情 報 は ご ざ い ま せ ん が 、情 報 が

あ れ ば お 知 ら せ し た い と 思 い ま す 。  

 

〇 立 石 委 員  

 第 １ 回 専 門 部 会 の 資 料 に つ い て で す が 、中 賃 で 使 わ れ た 主 要 統 計

調 査 等 の も の が 資 料 と し て 出 さ れ る の か 、ま た 、昨 年 の 答 申 の 付 帯

事 項 で 、「 さ ら に 、当 審 議 会 と し て 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影
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響 を 踏 ま え 、政 府 に お い て 、中 小 企 業・小 規 模 事 業 所 の 事 業 存 続 と

雇 用 の 維 持・確 保 、生 産 性 の 向 上 の た め 、業 務 改 善 助 成 金 、雇 用 調

整 助 成 金 等 の 施 策 の さ ら な る 拡 充 と 速 や か な 給 付 に 努 め ら れ る よ

う 、ま た 、取 引 条 件 の 改 善 等 が 図 ら れ る よ う 、積 極 的 に 取 り 組 む こ

と を 強 く 要 望 す る 。」 と あ り ま し た が 、 香 川 県 内 で 助 成 金 が ど う 活

用 さ れ て い る の か の デ ー タ が あ れ ば 資 料 と し て お 出 し い た だ き た

い と 思 い ま す 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 件 数 と い う こ と で よ ろ し い で す か 。  

 

〇 立 石 委 員  

 あ と 取 引 慣 行 の 見 直 し と か も あ れ ば お 願 い し た い と 思 い ま す 。  

 

〇 松 瀨 香 川 労 働 局 長  

 資 料 と し て 出 せ る も の が ど の 位 あ る の か を 含 め て 検 討 し た い と

思 い ま す 。  

 

〇 立 石 委 員  

 今 年 の 実 地 視 察 は ど う な り ま す か 。  

 

〇 賃 金 室 長  

 昨 年 度 の 第 ８ 回 本 審 で 今 治 造 船 と 決 定 し て お り 、実 施 す る 方 向 で

調 整 中 で す の で 決 定 次 第 ご 連 絡 し た い と 思 い ま す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

 よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ の 他 、 事 務 局 か ら 何 か あ り ま す か 。  
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〇 賃 金 室 長  

こ の 後 、委 員 の 皆 様 に は 、連 絡 事 項 が ご ざ い ま す の で 、こ の 場 に

残 っ て い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

以 上 で す 。  

 

〇 柴 田 会 長  

そ れ で は 用 意 し た 議 題 は 終 わ り ま し た が 、他 に ご 発 言 等 、ご ざ い

ま せ ん か 。 な け れ ば 、 第 １ 回 本 審 を 閉 会 い た し ま す 。  

ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

― ― 了 ― ―  


